
佐伯　壮一朗
国立国際医療研究センター病院臨床研修医（救急科）
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新たな学術的意義の創出へ
　過日、日本WHO協会ホームページに発表しましたとおり、本誌『目で見るWHO』は大阪大学の機関リ
ポジトリ「大阪大学学術情報庫 OUKA（Osaka University Knowledge Archive）」に登録され、DOI（Digital 
Object Identifier）が付与されました。これにより本誌はデジタル出版物、そして研究成果としてより引
用しやすくなっております。オンライン公開は紙媒体が公開されてから3 ヶ月後になりますが、出版日
は紙媒体と同様であり、学術的な新規性が担保されるとともに、いくつかの学術オンラインデータベー
スに登録されたことで、著者も引用数を客観的に把握できるようになりました。
　本誌では国際保健関連の特集の他に、関西グローバルヘルスの集いの議論の結果など、世間のみなら
ず医学界の最新の情勢に則った情報発信を行っております。特にワンヘルスに関する概念などを日本語
で示している文献は希少であり、本分野での今後の礎に大きく寄与できる内容が盛りだくさんとなって
いると感じております。今後も本誌へのご愛好を賜りますとともに、学術的文献としてもぜひともご活
用いただけますと幸いです。
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この紙面をかりて厚くお礼申し上げます。
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